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A Study on “Pleasant Moving of Ten Children”
Based on both Learning Continuity in Preschools and Elementary Schools,
and Cooperation between Arithmetic and Art Education
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や屋根の表現は，細かな線を引き，数色でれんが一つ一
つを塗り分け，安野が得意とする美しい繊細な表現がな
されている。一般的な絵本の挿絵の特色として，佐藤公
代（2004）は，「子どもの発達と絵本」の中で，以下の
ように述べている。
イ．理解テストにおいては，色がついていることで
挿絵に注意が向けられ，同時にお話もよく聞くよう
になるため，色がついている挿絵が物語理解を高め
る。
ロ．自由再生課題において，色が中心人物だけにつ
いている挿絵が最も物語理解を高めている。
ハ．最も効果的な挿絵は，色がついていて，中心人
物，または物語の重要な位置を占めているものに色
がついていて，特に年少児の意識を話の中に焦点
化，同化できるものである。
以上から，3歳児位までは抽象的な挿絵より，原
色で描かれた視覚的に刺激を与えるような挿絵のあ
る絵本，4歳児位から中間色のようなぼんやりとし
た色で描いてある挿絵の絵本，5歳児位から形を知
覚する傾向もみられることから，色のみでなく正確
に描かれた絵，優れた構成がなされた挿絵のある絵
本を与えると良い。1
上述した佐藤の考えによれば，安野による「10人のゆ
かいなひっこし」の挿絵は，「物語の重要な位置を占め
ているものに色がついていて，子どもの意識を焦点化し
やすい，非常に効果的な挿絵である」と結論付けられる
だろう。「10人のゆかいなひっこし」のカラーとモノク
ロの対比は，まさにこの効果を持ち，安野の淡い色調や
緻密で繊細な家の表現等，図画工作の視点から見ても優
れた構成を持ったこれらの絵は，この「10人のゆかいな
ひっこし」の算数・数学的内容の目的に合致し，図画工
作の視点で見ても色彩対比という視覚的効果を最大限に
活かした表現であり，この絵本を与えるべき年齢の子ど
もにも適した絵画表現であると考えられる。そして，図
画工作の鑑賞という領域から見れば，作品の描き方や色
の効果を視覚的に捉え，学ぶという視点から有効な教材
となり得ると考えられる。
3．算数・数学における「分類」の概念
銀林浩（2007）は，教育における基本操作ついて述べ，
教師が算数・数学における要素的能力を的確に選び出す
ことが，幼児や児童の成長過程を捉える上で必要不可欠
であることについて指摘している。銀林は幼児期に物と
身体を使って行える基本的な操作として，「分類，1対
1対応，系列化，分解・結合，マトリックス，ブラック
ボックス」という6つの要素を挙げ，この中でも特に，
事物をその種類・性質・系統等に従って分けることを意
味する分類が最も基本的であることについて述べた。こ
のような要素的能力に着目し，「10人のゆかいなひっこ
し」を読み直してみると，また違った角度からこの本の
特徴を見ることができる。例えば，先ほど述べた分類の
概念に注目すると，「現在の家と引っ越し先の家」，「開
いている窓と開いていない窓」，「様々な特徴に応じた10
人の分類」等，様々な視点から見ることで，絵本の中の
事象に対する様々な区分けの仕方を考えることができ
る。それに付け加えて，一般にこのような物事の分類方
法は2択だけであるとは限らない。すなわち，様々な対
象に対して，それらを分類する方法は数限りなく存在す
る。実際我々人間の実生活においても，「好きな食べ物」
と「嫌いな食べ物」と「どちらでもない食べ物」と3種
類に分類するなど物事の分類には多様な方法が考えられ
る。
さて，このように物事を正しく分類できることは，算
数・数学的思考力を養成する上では極めて重要である。
例えば小学校5年生では，割合の概念について学習する
ことになっているが，ここでは「くらべる量」や「もと
にする量」等，いくつかの量の種類を分類する必要があ
る。また他の例として，同じく小学校5年生では倍数の
概念について学習するが，ここでは3の倍数や4の倍数
等といった分類が考えられる。このように，算数や数学
を学ぶ中で分類の概念が必要となる例は枚挙に暇がな
い。すなわち，多種多様な事象を正しく認識し，算数・
数学的に考察する（またはそのような力を育成する）た
めには，物事を分類するという行為が必要となる。つま
り，物事を算数・数学的に処理する基礎段階として，特
に重要な能力であると言える。
4．算数における「10人のゆかいなひっこし」の効果
河崎佳子（1986）は，幼児4～6歳児，小学校1，2，
3，5年生が行う絵単語カードによる繰り返し群構成で
用いられる基準の発達的変化の検討を通して，年齢と共
に多様な基準による分類能力が高まる傾向を指摘し，概
念ネットワークの形成という視点が，概念発達の内実を
より明らかにする上で大切であることについて言及し
た。このように，分類行動が意図的に発生するような環
境においては，幼児や児童の知性がよりはぐくまれる事
例が知られており，「10人のゆかいなひっこし」がその
ような分類行動を触発するような構成を持っていること
を鑑みると，銀林が指摘した要素的能力を意識した上
で，このような内容を含んだ教材を積極的に教育に取り
入れることの必要性が見えてくる。
またこのことに加えて，「10人のゆかいなひっこし」
の中では，補数の概念について子どもに気づかせようと
安野が配慮している箇所が数多く存在する。すなわちこ
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の絵本の中では，「現在の家にいる人数を用いて，引っ
越し先の家にいる人数を求めること」や「現在の家にい
る人数と引っ越し先の家の窓から顔を出している人の数
を用いて，引っ越し先の家にいて窓から顔を出していな
い人の数を求めること」等が，補数の概念を使うことに
相当する。補数の概念を理解することは，算数・数学的
に応用できる範囲が広い。例えば，後藤聡（2011）は，
繰り上がりがある計算問題における難易に関する研究に
おいて，10の補数とそれらの関係について言及した。ま
た，佐藤学・椎名美穂子（2013）は補数の実用性の高さ
に注目し，その教材開発の意義について述べている。
このように補数の概念は，算数や数学において必要不
可欠なものである。「10人のゆかいなひっこし」の中で
は，「左の家に残っているのは何人？」，「右の家に引っ
越ししたのは何人？」，「窓から顔を出していない人は何
人？」という具合に，引き算や足し算が大人とのやり取
りの中で知らず知らずのうちに始まり，補数の概念に楽
しみながら触れることができる工夫がなされている。こ
のようなことから，補数の自然な学習という意味でも「10
人のゆかいなひっこし」を活用することの意義が見受け
られる。
Ⅳ．算数教育と美術教育の連携の重要性
これまでに述べたように「10人のゆかいなひっこし」
は，幼児教育と小学校教育における学びの連続性や他教
科間の連携の観点から，幼児や児童に有用な教材となり
得る。前節までにおいては，算数や図画工作を教科とい
う仕切りによって隔てられたものとして，それぞれの視
点からこの絵本の有用性について述べてきた。そのよう
な教科間の区分けは，例えば図画工作科の視点から見れ
ば，大橋功（1996）が指摘するような視覚芸術の独自性
の確立というような，各々の教科特性に着目した点にお
いて意味がある。しかしながらそのような視点からの考
察は，絶対的なものではない。むしろ教科横断的な視点
にこそ，新しい発見があるように思われる。それはすな
わち，単独の教科からの視点からでは見えない（または
見えにくい）部分が，教科横断的な視点からは容易に見
えることが多くあるからである。
「10人のゆかいなひっこし」において，例えば算数科
の視点から，引っ越しをする10人に対する4の補数を考
えたとしよう。このとき算数科の視点からは，6という
答えが出て，そこで幼児や児童の思考が止まることが考
えられる。しかしながら，そこでさらに絵本で描かれた
人物の特徴に注目すれば，10人の分類の可能性は大きく
広がり，それと共に幼児や児童の思考範囲も拡大する。
また逆に，この絵本に関して，数字を一切無視した人物
の特徴に関する見方だけでは，絵本の内容を上手く説明
できないことからも分かるように，図画工作科の視点の
みでも十分なものの見方とは言えない。このように教科
横断的な視点は，各教科の教育効果を数段高めることに
寄与する。そしてこのことを指導者が意識し，カリキュ
ラム等に上手く組み込むことが重要である。
Ⅴ．おわりに
安野による「10人のゆかいなひっこし」は，算数・数
学的に最も基本となる分類の概念や補数の考え方を自然
に習得することを幼児や児童に促す絵本である。またそ
の挿絵は，物語の重要な位置を占めているものに色がつ
き，子どもの意識を焦点化しやすいものであった。本研
究ではこの絵本の有用性について算数科と図画工作科の
両方の視点から考察し，さらに単独の教科の視点からの
教材研究という点に加えて，合教科的な見方をすること
の重要性について述べた。またそれに加えて，幼児教育
と小学校教育における学びの連続性の観点から，絵本の
効果的な活用の可能性について論じた。
絵本は一般的に幼児教育において用いられる機会が多
いが，小学校教育においても有用であり，特に「10人の
ゆかいなひっこし」では，数を数えるという算数・数学
的な視点を超えた「発展的分類」を幼児や児童に促して
いる。それはすなわち，登場人物の外見的な特徴の違い
に着目することによって，幼児や児童に様々な角度から
主体的に物事を見ることを促すものであったが，このよ
うな物の見方は，幼児や児童に数限りない視点を与え，
想像性を発揮させる。算数科のみに立脚した視点からの
考察では，このような物の見方に到達することは困難で
あり，そこに図画工作科との連携の必要性が求められ
る。また逆に，図画工作科の教育的視点に数を含めた算
数科の概念を取り入れることの必要性も同様に見て取れ
る。このような合教科的な教材研究が，幼児や児童のよ
り多角的・発展的な物の見方の育成には必要であり，視
覚的要素を効果的に用いた幼児・児童の要素的能力を高
める絵本，教材について研究することは，教育的にも意
義を持つと考える。本研究報告を発端とし，幼児教育と
小学校教育の接続及び他教科間の連携について，今後も
研究を継続していきたい。
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